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甲賀市長

中
な か

嶋
じ ま

武
た け

嗣
し

　秋篠宮殿下並びに佳子内親王殿下の
お成りに際し、多くの皆さまが温かい
お出迎え、お見送りをいただきました
ことを感謝申しあげます。
　本市にとりましては平成１９年に天皇
皇后両陛下をお迎えして以来の皇室の
お成りとなりました。今回はわずかな
ご滞在時間でしたが、市民皆さまの心
からの歓迎の意が秋篠宮殿下並びに佳
子内親王殿下に届いたものと思ってい
ます。
　本市の歴史に加えられた輝かしい一
こまにふさわしい風格漂う甲賀市政を
市民皆さまと共に進めてまいります。

水口高校３年

中
な か

村
む ら

有
ゆ

希
き

さん
郷土芸能部門生徒実行委員会委員長

　準備を進める上で、大変なこともた
くさんありましたが、いろいろな人た
ちに支えられ、今日を迎えることがで
きました。全国各地域の高校の発表を
目の前で見ることができ、改めて郷土
芸能の素晴らしさを知るとても良い機
会となりました。
　また、佳子内親王殿下からは、長い
期間の準備を優しく労っていただきまし
た。私たちを気遣ってくださったことが
とてもうれしかったです。

秋
篠
宮
殿
下
並
び
に

佳
子
内
親
王
殿
下
が

甲
賀
市
を
ご
訪
問

　
秋
篠
宮
殿
下
並
び
に
佳
子
内
親
王
殿
下
が
、
第
39
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
２
０
１
５
滋
賀
び
わ
こ
総
文
」
ご
臨
席
の
た
め
来
県
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
２
日
目
の

７
月
29
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
郷
土
芸
能
部
門
を
ご
観
覧
の
た
め
、
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
を
ご
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
あ
い
こ
う

か
市
民
ホ
ー
ル
周
辺
に
は
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
が
お
集
ま
り
く
だ
さ
り
、
秋
篠

宮
殿
下
並
び
に
佳
子
内
親
王
殿
下
を
お
出

迎
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
到
着
に
な
っ
た
お
二
人
は
、
お
出
迎

え
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
や
さ
し
く
笑
顔
で

応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し

て
は
、
水
口
高
等
学
校
の
「
水
口
ば
や
し
」

▲高校生の舞台発表をご覧になる秋篠宮殿下並びに佳子内親王殿下（あいこうか市民ホールで）

▲秋篠宮殿下並びに佳子内親王殿下のご到着を待ちわびる市民の皆さま

の
演
奏
な
ど
二
つ
の
演
目
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
。

　
ご
観
覧
の
後
、
市
民
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に

お
き
ま
し
て
は
、
総
合
文
化
祭
の
運
営
に

携
わ
っ
た
生
徒
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
出
演
し
た
高
校
生
の
皆
さ
ま
に
お
言
葉

を
か
け
ら
れ
、
市
民
ホ
ー
ル
玄
関
に
お
き

ま
し
て
は
、
お
見
送
り
の
市
民
皆
さ
ま
に

終
始
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
ご
対
応
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
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セーフコミュニティ
こうか みんなでつくる安心安全なまち

　

ま
た
、「
家
庭
版
地

震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
は
、
家
具
固
定
用
品

の
設
置
方
法
や
地
震
が

起
き
た
際
の
自
宅
内
危

険
箇
所
リ
ス
ト
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

災害被害
の防止

その災害、明日かも
　全国的に地震、風水害等の災害被害が報じられることの多い昨今、市内に
おいても一昨年の台風１８号がもたらした甚大な被害は記憶に新しいところです。
　セーフコミュニティでは、災害被害の防止をテーマに「災害対策委員会」を
設置して取り組みを進めています。

　
市
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
「
事
故
や
け
が

は
予
防
で
き
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
科
学
的
な
予
防
対
策
と

ま
ち
ぐ
る
み
の
連
携
に
よ
っ
て
事
故
や
け
が
を
防
い
で
い
こ
う
と
す
る

世
界
基
準
の
取
り
組
み
で
、
今
年
の
秋
の
認
証
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
や
課
題
に
基
づ
い
て
、
優
先
し
て
取
り
組
む
テ
ー
マ

を
5
つ
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
委
員
会
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
防
災
取
り
組

み
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
、
非
常
用
持
出
袋・

家
庭
内
備
蓄
に
は
具
体

的
に
何
を
備
え
る
べ
き

か
な
ど
を
地
域
で
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
・

市
民
グ
ル
ー

プ
等
に
よ

る
、
寸
劇
や

ク
イ
ズ
に
よ

る
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て

お
り
、
参
加

者
は
、
楽
し

く
参
加
し
や

す
い
形
で
防

災
に
関
し
て

　
地
域
の
防
災
訓
練
の
実
施
率
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
中
期
的
な
目

標
と
し
て
、
市
内
地

区
で
実
施
率
70
％
、

さ
ら
に
長
期
的
な
目

標
と
し
て
、
市
内
全

地
域
に
お
い
て
年
１

回
以
上
の
、
地
域
の

実
状
に
合
わ
せ
た
防

災
訓
練
の
実
施
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
訓
練
の

主
導
者
と
な
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
準

備
や
、
自
主
防
災
組

　

自
主
防
災
設
置
率
の
向
上
と
各

地
域
に
防
災
士
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
、
防
災

士
取
得
の
た
め
の
補
助
制
度
を
備

え
て
い
ま
す
。
今
月
、
防
災
士
養

成
講
座
を
実
施
し
、
市
内
各
学
区

で
防
災
士
名
簿
登
録
者
を
１
人
以

上
と
す
る
目
標
は
達
成
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

５つのテーマ
自 殺 の 予 防

交 通 安 全

子どもの安全

高齢者の安全

災害被害の防止

　

地
震
に
備
え
て
、
家
具
転
倒

防
止
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
各
区
に
先
立
っ
て
取
り
組
み

を
行
う
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
６

地
域
を
選
定
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル

地
域
内
で
家
庭
内
防
災
取
り
組
み

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ふ
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

学
べ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
非
常
用
持
出
袋
・
家
庭
内
備

蓄
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

織
結
成
の
た
め
の
出
前
講
座
制
度

も
活
用
し
て
い
ま
す
。

家
具
転
倒
防
止
の
対
策
（
家
具
補
強
・
固
定
の
推
進
）

防
災
訓
練
の
実
施

非常用持出袋・家庭内備蓄の普及啓発

自主防災組織の設置率向上と組織活動の活性化

取
組
①

取
組
④

取組③

取組②

　 防 災 に は
ハード面とソフ
ト面の両方が
大事ですが、
ソフト面についてなかなか進まな
いのが現状です。６月に実施した
アンケートでは防災活動について
85.6％が参加に前向きですが実
際に行動しているのはその半分以
下に過ぎません。セーフコミュニ
ティのモデル地域の指定を受け、
これをきっかけに区民との話し合
いの場で、知識や思い以上にまず
行動することの大切さを浸透させ
ていきたいと思います。

　寸劇・漫才
などを通じて
災害対策を含
めた安全なくら

しの啓発活動を、高齢者のサロン
や地域のイベントで行っています。
　市がセーフコミュニティ認証へ
進むことで、これからますます多
くの具体的な取り組みが市民の皆
さんに紹介されるでしょう。そし
て皆さんの実践につながっていけ
ばと思います。どのような取り組
みでも、それが災害時には大きく
活きると思います。

モデル地域である小佐治区防災リーダー
河
か わ

合
い

仁
ひ と

司
し

さん

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
２‐１
８
０
５
／

６
３‐４
６
１
９

“いつか”のための災害対策は万全ですか？

地震ハザードマ
ップ

甲 賀 市

甲賀市セーフ
コミュニティ

推進協議会

お問合せ／甲
賀市危機管理

課

　ハザードマ
ップとは、災

害が起きたと
きに想定され

る被害の

範囲や、避難
経路を前もっ

て準備してお
く地図のこと

です。

　巨大地震の
発生が心配さ

れるなか、ご
家庭のどこに

危険が潜

んでいるのか
を点検し、被

害を小さくす
るため家庭版

として作

成しました。

　ご家族で話
し合い、地震

から身を守る
ためにご活用

ください。

家庭
版

▲�ポール式家具転倒防止用品を設置する様子

▲�自主防災組織立ち上げのための出前講座の様子

▲�マット式家具転倒防止用品を設置する様子

▲�家庭版地震ハザードマップ

▲災害時持ち出し用品の内容例

▲防災士を講師に災害図上訓練を行う市民

啓発活動を行うボランティアグループ
よりi234

西
に し

村
む ら

與
よ

利
り

子
こ

さん

あいツースリーフォー
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問い合わせ

水口消防署　　　　　☎６３-１１１９／ ６３-７９４１
水口消防署土山分署　☎６７-１１９９／ ６７-１７００
甲南消防署　　　　　☎８６-３１１９／ ８６-０７１９
甲南消防署甲賀分署　☎８８-７７０１／ ８８-７７０２
信楽消防署　　　　　☎８２-０１１９／ ８２-３９７７
消防本部警防課　　　☎６３-７９３４／ ６２-３６６６

９月９日は「救急の日」
　「救急の日」は、昭和57年に救急医療及び救急業務に対する国民の正しい
理解と認識を深め、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に定め
られました。以降、毎年９月９日を「救急の日」とし、この日を含む１週間を
「救急医療週間」とされています。

　いざという時のために

　「さっきまで元気にしていたのに突然倒れた」、「心臓
や呼吸が止まっている」など、重大な病気やけがの際は、
迷わず救急車を呼んでください。
　しかし、救命の可能性は時間の経過に併せて極端に
低下します。このような時に命を救えるのはそばに居
合わせた人の救命処置 ( 心肺蘇生法 )です。救急車が
到着するまでの間、人口呼吸や心臓マッサージなどを
行うことで、生存率や社会復帰率がとても高くなります。
　甲賀市広域行政
組合各消防署・分署
では、心肺蘇生法の
普通救命講習を行っ
ています。「いざと
いう時」に自信を持っ
て救命処置ができる
よう、心肺蘇生法を
身につけましょう。

▲普通救命講習会の様子

▲土砂災害パトロール出発式の様子

▲崩壊の危険がある法面

▲地滑りの発生しやすい危険箇所

県内の医療機関の情報（滋賀県広域災害・救急医療情報システム）
◦救急医療ネットしが　
　http://www.shiga.iryo-navi.jp/qqport/kenmintop/
◦小児救急電話相談
　＃８０００または☎０７７-５２４-７８５６

○
ポ
ン
プ
車
の
部 �

甲
南
方
面
隊

・
指
揮
者　
山や

ま
し
き敷　

洋ひ
ろ
ゆ
き之

・
１
番
員　
増ま

す

田だ　
　
徹と

お
る　

・
２
番
員　
森も

り

田た　
幸こ

う

太た

・
３
番
員　
増ま

す

田だ　
祐ゆ

う

也や

・
４
番
員　
吉よ

し

田だ　
祐ゆ

う

二じ

・
要　
員　
廣ひ

ろ

瀬せ　
論さ

と

嗣し

・
要　
員　
中な

か
む
ら村　
泰や

す

史し

信
楽
方
面
隊

・
指
揮
者　
谷た

に

内う
ち　
弘ひ

ろ

樹き

・
１
番
員　
木き

の

下し
た　
智と

も

寛ひ
ろ

・
２
番
員　
藤ふ

じ

川か
わ　
達た

つ

成な
り

・
３
番
員　
錫す

ず

切き
り　
秀ひ

で

明あ
き

・
４
番
員　
木き

村む
ら　
治は

る

道み
ち

・
要　
員　
蓮は

す

見み　
高た

か

生お

・
要　
員　
田た

村む
ら　
　
剛つ

よ
し　

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部 �

水
口
方
面
隊

・
指
揮
者　
大お

お

宮み
や　
俊と

し

之ゆ
き

・
１
番
員　
松ま

つ

下し
た　
遼り

ょ
う
す
け介

・
２
番
員　
小お

倉ぐ
ら　
健け

ん

太た

・
３
番
員　
中な

か

邨む
ら　
　
悠ゆ

う

・
要　
員　
京き

ょ
う
た
に谷　

陽よ
う

一い
ち

・
要　
員　
福ふ

く

井い

亮り
ょ
う

太た

郎ろ
う

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

第50回
　
８
月
２
日
、
滋
賀
県
消
防
学
校

で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
滋
賀
県
消

防
操
法
訓
練
大
会
に
お
い
て
、
甲

賀
市
消
防
団
か
ら
水
口
・
甲
南
・
信

楽
の
３
方
面
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
信
楽
方
面
隊

が
４
位
に
、
甲
南
方
面
隊
が
６
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
水
口
方
面

隊
が
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

☎
６
５‐０
６
６
５
／

６
３‐４
６
１
９

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

☎
６
５‐０
６
６
５
／

６
３‐４
６
１
９

土
砂
災
害
パ
ト
ロ
ー
ル
、市
内
全
域
で
実
施

　
昨
年
８
月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
大
規

模
な
土
砂
災
害
は
、
近
年
各
地
で　
頻
発

す
る
局
地
的
豪
雨
へ
の
心
配
が
現
実
化
し

た
一
例
で
あ
り
、
同
様
の
事
態
が
全
国
の

ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
が
６
１
６
カ
所
あ
り
、
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
６
月
～
７
月
に

か
け
て
、
市
職
員
３
０
０
人
以
上
の
全
庁

体
制
で
、
土
砂
災
害
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

　
関
係
機
関
や
区
長
様
な
ど
の
ご
協
力
も

得
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
現
地

を
踏
査
し
、
よ
り
地
域
を
限
定
し
た
避
難

勧
告
等
に
つ
な
げ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
を

土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
に
対
し
て
は
、
土
砂
災
害
へ
の

備
え
や
避
難
に
関
す
る
啓
発
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
１
５
０
カ
所

あ
ま
り
が
継
続
し
て
観
察
し
て
い
く
必
要

の
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
収
集
し
た
情
報
を
基
礎
と
し
て
、

さ
ら
に
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
防
災
対
策
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　
河
川
の
氾
濫
防
止
や
土
砂
災
害
予
防
の

た
め
の
施
設
整
備
が
整
う
に
は
長
い
期
間

が
必
要
で
あ
り
、
整
備
さ
れ
て
も
完
全
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
箇
所

土砂災害警戒区域
特別警戒区域

（急傾斜３３５箇所）
（土石流２８１箇所）

水
口
地
域

44
カ
所

土
山
地
域

65
カ
所

甲
賀
地
域

74
カ
所

甲
南
地
域

54
カ
所

信
楽
地
域

３
７
９
カ
所

地すべり
防止区域

土
山
地
域

1
カ
所

甲
南
地
域

2
カ
所

　
い
ま
一
度
、
周
辺
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
や
お
近
く
の
緊
急
避
難
場
所
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
場
所
へ

の
避
難
が
難
し
い
場
合
に
は
、
２
階
以
上

の
屋
内
に
待
避
す
る
こ
と
も
避
難
行
動
で

す
の
で
、そ
の
と
き
の
状
況
に
応
じ
て
、“
命

を
守
る
行
動
”
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
に
関
す
る
情
報
（
滋
賀
県HP

）

http://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/h/

sabo/06_hou/index.htm
l

避
難
場
所
に
関
す
る
情
報
（
甲
賀
市HP

）

http://w
w
w
.city.koka.lg.jp/2280.htm

l

　救急車の適正利用にご協力を

　症状に緊急性がなくても「どこの病院に行けばよいか
わからない」、「救急車だと病院ですぐに治療してもらえる」
などの理由で救急車が呼ばれる件数が増えています。
　救急車を本当に必要とする人が適正に利用できるよ
う、不必要な救急要請は避けてください。

（%）

（分）

50

40

30

20

10

0
0　2　4　6　8　10　12　14　16　18　20　22
心臓と呼吸が止まってからの時間経過

居合わせた人が救命処置をした場合
救急車が来るまで何もしなかった場合

・時間の経過で低下する救命のチャンス
・応急手当が救命のチャンスを高める命

が
助
か
る
可
能
性

6平成 27年 9月1日7 平成 27年 9月1日



問い合わせ

地域コミュニティ推進室　☎６５‐０６８７／ ６３‐４５５４

　自分たちが住んでいる地域課題の解決方法や、�
甲賀市のまちづくりについて、受講者みんなで楽しく�
交流しながら学ぶ「わいわい甲賀楽交講座」を�
開きます。地域を好きになる、またふるさとをもっと
好きになれます。お気軽にご参加ください。
日程／【第１回】９月３０日（水）　【第２回】１０月１４日（水）
　【第３回】１０月２８日（水）　【第４回】未定（※）　【第５回】
未定（※）　【第６回】１月２０日（水）　【第７回】２月１０日（水）
時間／各回１９時～２１時
場所／甲賀市市民福祉活動センター（甲南中学校前）
対象／市内在住、在学、在勤の方
定員／先着３０人
※�７回全て受講することが望ましいですが、都合により
参加できない場合も受講可能です。
※�第４回、第５回は受講生とともに日程を含めて計画し
ていく予定です。

費用／２，０００円　申込締切／９月１８日（金）
申込方法／所定の用紙にてお近くの地域市民センター
へお申込みいただくか、電話にて地域コミュニティ推
進室までお申込ください。
※�詳しくは市ホームページをご覧ください� �
（http://www.city.koka.lg.jp/machijuku）

ふるさとを
もっと好きになろう

『わいわい甲賀楽
が っ

交
こ う

講座』を開講
� （全７回）

平
成
28
年
度 

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
長
時
部
）・
家
庭
的
保
育
事
業
所
の

入
園
申
込
受
付
の
ご
案
内

　
平
成
28
年
度
入
園
希
望
者
の
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
受
付
期
間
や
入
園
基
準
、
注
意
点
な
ど
が
違
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
10
月
７
日（
水
）～
10
月
16
日（
金
）（
土・

日・祝
日
除
く
）

【
受
付
場
所
】　

●
在
園
児
：
現
在
通
っ
て
い
る
保
育
園
等

（
ま
た
は
第
一
希
望
の
保
育
園
等
）

●
新
入
園
児
：
第
一
希
望
の
保
育
園
等

　
（
※
現
在
、
未
入
園
の
方
、
平
成
27
年
度
待
機

中
の
方
も
対
象
で
す
）

※
や
む
を
え
な
い
理
由
等
で
保
育
園
で
申
込
み
が

で
き
な
い
方
や
通
訳
が
必
要
な
方
の
み
、
各
旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
こ
ど
も
未
来
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】　

　
保
育
園
等
の
開
園
時
間
内
の
８
時
30
分

～
18
時

※
都
合
に
よ
り
、
期
間
中
に
申
込
み
で
き
な
い
方

は
、
次
の
日
程
の
み
甲
南
庁
舎
１
階
会
議
室
で

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
●
10
月
９
日（
金
）17
時
15
分
～
20
時

　
●
10
月
11
日（
日
）９
時
～
12
時

　
●
10
月
12
日（
祝
）９
時
～
12
時

【
入
園
基
準
】　

　
保
護
者
が
、
家
庭
内
外
で
仕
事
に
つ
い

て
い
る
、
あ
る
い
は
、
病
気
な
ど
の
理
由

で
児
童
を
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
。

（
保
護
者・入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

【
必
要
書
類
】

　

入
園
申
込
書
（
兼
支
給
認
定
申
請
書
）

お
よ
び
昼
間
保
育
が
で
き
な
い
証
明
書
な
ど

（
必
要
書
類
は
各
保
育
園
、
各
旧
支
所
の

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
園

案
内
と
と
も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

※年齢は平成28年4月1日現在です。

※�定員が◎印の園は、幼保一元化園です。定員人数については【市立幼稚園
入園申込受付】の項を参照ください。

【
受
付
期
間
】

　
９
月
16
日（
水
）～
９
月
18
日（
金
）

【
受
付
場
所
】
入
園
希
望
の
幼
稚
園

【
受
付
時
間
】

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
都
合
に
よ
り
受
付
期
間
中
に
申
込
み
が
で
き
な

い
場
合
は
、
こ
ど
も
未
来
課（
甲
南
庁
舎
２
階
）

で
９
月
24
日（
木
）か
ら
９
月
28
日（
月
）８
時
30

分
～
17
時
15
分（
土
・
日
除
く
）に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

　
入
園
願
書（
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
、
各

旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入

園
案
内
と
と
も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

【
注
意
事
項
】

※
保
護
者
・
入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
平
成
27
年
度
在
園
児
に
つ
い
て
は
、「
在
園
申

請
書
」
を
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
に
申
込
み
を
さ
れ
て
い
て
待
機
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も
平
成
28
年
度
に
つ

い
て
は
、
再
度
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

（
抽
選
を
行
う
場
合
、抽
選
日
は
11
月
６
日（
金
）

の
予
定
で
す
。
抽
選
対
象
者
に
は
、
10
月
30
日

付
け
で
抽
選
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。）

園　　　名 年　齢 定員（人）

伴谷幼稚園 ３歳～５歳 検討中

土山幼稚園
(土山にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

大原幼稚園
(大原にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

油日幼稚園
(油日にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

信楽幼稚園
(信楽にこにこ園)

３歳～５歳 ◎

※年齢は平成28年4月1日現在です。

園名 水口幼稚園 甲南幼稚園 貴生川認定
こども園（短時部）

年齢 ３歳～５歳 ３歳～５歳 ３歳～５歳

定員
（募集定員）

満3歳児（2歳児）
　　　　 若干名
3歳児
　　　　　30名
4・5歳児
　　　　 若干名

満3歳児（2歳児）
　　　　若干名
3歳児
　　  60名程度
4・5歳児
　　　　若干名

満3歳児（2歳児）
　　　若干名※２

3歳児
　　　　　 60名
4・5歳児
　　　　　若干名

願書配布 配布中※１ 配布中 配布中

願書受付
9月14日（月）
９時30分～

先着順

受付中
先着順

受付中
先着順

願書受付場所・
問い合わせ先

水口幼稚園
☎ 62-0329
70-3111

水口町城東3-21

甲南幼稚園
☎ 86-8088
甲南町野田604

貴生川認定こども園
☎ 62-8188

水口町三大寺2100

　�私立幼稚園についてのお問い合わせは各園へ直接お願いします。
※１�水口幼稚園の入園願書については、職員に声をかけていただくか、水
口教会玄関よりご自由にお持ち帰りください。

※２�貴生川認定こども園（短時部）については、満３歳の誕生日の翌日から
入園可能です。　

※年齢は平成28年4月1日現在です。

園名 年齢 定員（人）
水口東保育園 １歳～５歳 120
水口西保育園 ６カ月～５歳 180
伴谷保育園 ６カ月～５歳 220
岩上保育園 １歳～５歳 90
柏木保育園 ６カ月～５歳 150
水口北保育園 ６カ月～５歳 180
貴生川認定こども園（長時部） ６カ月～５歳 255
家庭的保育事業所　水口幼稚園ひだまり １歳～２歳 5
鮎河保育園 休園中
山内保育園 ２歳～５歳 30
土山保育園(土山にこにこ園) ６カ月～５歳 ◎
大野保育園 ２歳～５歳 110
甲賀西保育園 ６カ月～５歳 110
甲賀北保育園 ２歳～５歳 60
甲賀東保育園(大原にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲賀西保育園南分園(油日にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲南東保育園 ２歳～５歳 70
甲南北保育園 ３歳～５歳 60
甲南西保育園 ３歳～５歳 70
甲南南保育園 ２歳～５歳 60
甲南希望ケ丘保育園 ６カ月～５歳 120
甲南のぞみ保育園 ６カ月～５歳 160
こうなん保育園 ６カ月～２歳 60
信楽保育園(信楽にこにこ園) １歳～５歳 ◎
雲井保育園 ６カ月～５歳 100
朝宮保育園 ３歳～５歳 60
多羅尾保育園 休園中
明照保育園 ６カ月～５歳 80

保
育
園・認
定
こ
ど
も
園（
長
時
部
）・家
庭
的
保
育
事
業
所
　
入
園
申
込
受
付

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
受
付

　
定
員
が
◎
印
の
園
は
、
幼
保
一
元
化

園
で
、
通
称
は
「
○
○
に
こ
に
こ
園
」

で
す
。

◦
土
山
に
こ
に
こ
園　
１
３
０
人　

◦
大
原
に
こ
に
こ
園　
１
１
０
人

◦
油
日
に
こ
に
こ
園　
69
人　

◦
信
楽
に
こ
に
こ
園　
１
４
０
人

※�

定
員
は
、
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
を
合
わ
せ

た
人
数
で
す
。

幼
保
一
元
化
園

　
幼
稚
園
と
保
育
園
を
同
じ
施
設
で
一

体
的
に
運
営
し
ま
す
。
幼
稚
園
児
と
保

育
園
児
が
同
じ
環
境
の
中
で
園
生
活
を

送
り
ま
す
が
、
入
園
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
申
込

み
が
必
要
で
す
。

【
注
意
事
項
】

※
平
成
27
年
度
在
園
児
も
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
平
成
27
年
度
に
申
込
み
を
さ
れ
て
お
り
待
機

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も
、
平
成
28
年

度
に
つ
い
て
は
再
度
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
育
児
休
業
明
け
等
で
年
度
途
中
の
入
園
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
こ
の
期
間
内
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
妊
娠
中
で
ま
だ
生
ま
れ

て
い
な
い
児
童
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

※
入
園
に
つ
い
て
は
、
入
園
基
準
に
該
当
し
保

育
の
必
要
性
の
高
い
方
か
ら
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
ご
希
望
の
園

に
ご
入
園
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
み
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
保
育
園

に
つ
い
て
は
、
入
園
調
整
ま
た
は
休
園
等

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
広
域
入
所
（
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
所
）

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
ど
も
未
来
課

（
甲
南
庁
舎
２
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私立幼稚園入園申込受付

保育園と市立幼稚園は、重複
して申し込みできません。

甲
賀
市
政
功
労
者 

自
治
功
労
表
彰

�

酒さ
か

巻ま
き　
昌し

ょ
う

市い
ち

氏

�

（
甲
南
町
希
望
ケ
丘
本
町
）

　

平
成
14
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
13
年
間
に
わ
た
り
、
甲
南
町

希
望
ケ
丘
本
町
区
長
と
し
て
、
区
民

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
希

望
ケ
丘
学
区
自
治
振
興
会
本
町
分
会
で
、
振
興
会
設
立
時
の

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
会
長
、
さ
ら
に
、
平
成

26
年
度
、
27
年
度
は
副
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
も
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問い合わせ

こども未来課　管理係
☎８６-８１７９／ ８６-８３８０
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新
し
い
保
育
・
教
育
環
境
を
め
ざ
し
て
③

再
編
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

シリーズ

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
内　
教
育
環
境
整
備
室

☎
８
６‐８
１
４
８
／

８
６‐８
３
８
０

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
や
望
ま
し
い
保
育
・
教
育
環
境
へ
の

検
討
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
に
は
、
一
定
の
集
団
規
模
が
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
園
・

学
校
の
適
正
規
模
化
、さ
ら
な
る
保
育・

教
育
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
幼
保・

小
中
学
校
の
再
編
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

▼
基
本
的
な
考
え
方

◇�

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
保
育
・
教
育

を
提
供
す
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い

ま
す
。

◇�

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む

保
育
・
教
育
環
境
を
着
実
に
整
備
す
る

た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
参

画
を
得
る
こ
と
と
し
ま
す
。

▼
め
ざ
す
方
向
と
目
的

　
再
編
の
目
的
は
、
単
に
施
設
の
統
廃
合

に
よ
り
、
適
正
規
模
化
を
図
る
こ
と
で
は

な
く
、学
力
の
保
障
を
は
じ
め
と
す
る
「
子

ど
も
た
ち
の
確
か
な
育
ち
」
に
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
再
編
で
生
ま
れ
る
新
し
い

園・学
校
の
教
育
は
、子
ど
も
た
ち
の「
自
立
」

「
協
働
」「
創
造
」
の
３
つ
の
力
や
態
度
を

磨
き
、将
来
に
わ
た
る「
夢
」や「
志
」を
も
っ

た
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
め
ざ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
育
ち
と
学
び
を
つ
な

ぐ
幼
保
・
小
中
の
15
年
間
を
通
し
た
教
育

の
も
と
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
園
・
学

校
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
再
編
計
画
の
観
点

　
集
団
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
は
、
相
互

の
学
び
合
い
を
と
お
し
て
成
長
し
ま
す
。

こ
の
観
点
を
基
本
と
し
、「
幼
保
検
討
委

員
会
」「
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
」
か
ら
の
答
申
を
ふ
ま
え
、
特
に
以

下
の
観
点
で
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◇�

成
長
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
、
適
切
な

人
数
を
確
保
し
た
集
団
の
も
と
で
就
学

前
の
保
育
・
教
育
を
行
い
ま
す
。

◇�

学
習
者
で
あ
る
子
ど
も
の
学
習
環
境
の

整
備
を
最
優
先
と
し
ま
す
。

◇�

全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
で
き
な
い
小
学

校
を
再
編
の
検
討
対
象
と
し
ま
す
。

▼
再
編
計
画
の
進
め
方

◇
基
本
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
将
来
を
見
通
し
た
新
し

い
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
・
中
学
校

の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
指
針
を
示
す
と
と

も
に
、
今
後
の
再
編
へ
の
取
り
組
み
の
基
本

計
画
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
も
と
に

地
域
等
へ
の
説
明
を
行
い
、
将
来
に
わ
た

る
保
育
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
地

域
や
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

◇
実
施
計
画

　
協
議
の
熟
度
が
高
ま
り
、
新
し
い
保
育・

教
育
施
設
等
の
整
備
を
実
施
す
る
と
き
、

そ
の
整
備
に
向
け
た
具
体
的
計
画
を
実
施

計
画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

▼
再
編
計
画
の
期
間

　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の

10
年
間
と
し
ま
す
。

　
園
・
学
校
の
再
編
に
は
大
き
な
負
担
も
伴

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
多
様
な
学
び
が
可
能
に
な
る
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
増
え
る
、
集
団

で
の
活
動
が
充
実
す
る
、
多
く
の
友
だ
ち
と

の
交
流
が
も
て
る
な
ど
、
そ
の
成
長
時
期
に

ふ
さ
わ
し
い
適
切
な
集
団
規
模
に
近
づ
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
学
区
地
域
説
明
会

　
甲
賀
・
水
口
地
域
の
小
学
校
区
別
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。◆水口地域の日程

小学校区 日　時 会　場
伴谷・
伴谷東

１０月 １日（木）１９：３０開会 水口交流センター１０月 ６日（火）１９：３０開会
綾　野 １０月 ８日（木）１９：３０開会 水口中央公民館
水　口 １０月１３日（火）１９：３０開会 社会福祉センター
柏　木 １０月１５日（木）１９：３０開会 柏木公民館
貴生川 １０月２０日（火）１９：３０開会 貴生川公民館

※�伴谷学区および伴谷東学区は合同開催のため、どちらかご都合の良い日にご参加ください。

◆甲賀地域の日程
小学校区 日　時 会　場
油　日 ９月１７日（木）１９：３０開会 油日コミュニティセンター
佐　山 ９月２４日（木）１９：３０開会 老人福祉センター佐山荘
大　原 ９月２９日（火）１９：３０開会 かふか生涯学習館

『再編』がめざすものは『子どもたちの確かな育ち』にあります
甲賀市総合計画

教育が育む３つの姿 学びをつなぐ幼保・小中の一貫した教育の推進

甲賀市教育振興基本計画

『再編』がめざすもの

甲賀市のめざす教育の姿
たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる

甲賀市の将来像
人　自然　輝きつづける　あい甲賀

社会に挑む　夢と力を蓄えた　中３生！

家庭・地域社会の変容�
少子化・孤立化・人との関係づくり・いじめ・不登校・学校不適応

「夢」がもちにくい社会�
意欲・規範意識の低下、学力問題

子どもの育ちをめぐる課題

１．義務教育区分の検討
２． �地域の人・モノ・自然を活用し、体験を重視
した地域学の推進

３．夢を育むキャリア教育
４．国際社会を生き抜く外国語教育
５．情報化社会に対応するＩＣＴ教育

『自立』『協働』『創造』
◦園・学校の活性化
◦多くの友だちとの学び合い
◦確かな学力の保障
◦生きる意欲と社会人に求められる態度・意識の高揚
◦不登校・いじめ等　教育課題の克服
◦施設の安心安全対策

　環境学習に取り組んでいる油日小学校が、このほ
ど環境省から「地域環境保全功労者表彰」を受賞し
ました。
　同校は、校内のビオトープや地元企業の協力によ
り造成された薬草園の保全活動に熱心で、PTAと連
携した「エコ環境フェスティバル」の開催など、児童
のアイデアをもとに家庭・地域・企業と連携した環境
学習を１５年間にわたり展開してきました。
　児童自らの主体的な環境学習・保全活動に取り組
みと、地域ぐるみの環境保全行動が高く評価されこ
のたびの表彰につながりました。

環境大臣賞を受賞
〜油日小エコ活動〜

転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　
「
最
近
、少
し
の
段
差
で
つ
ま
ず
い
た
り
、転
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
転
倒
予
防
の
た
め
に
「
筋
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆�

内
容　
個
別
の
運
動
能
力
に
応
じ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
力
ア
ッ
プ
な
ど
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
を
中
心

と
し
た
転
倒
予
防
の
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

◆�

対
象
者　
運
動
能
力
の
機
能
低
下
が
認
め
ら
れ
る
65

歳
以
上
の
市
民
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
方

◆�

回
数　
３
ケ
月
間
（
継
続
な
し
）
週
１
回

◆
自
己
負
担
金　
１
ケ
月
間
１
，３
４
０
円

◆
相
談
先

　
水
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
５‐１
１
７
０
／

６
３‐４
５
９
１

　
土
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
６‐１
６
１
０
／

６
６‐１
５
６
４

　
甲
賀
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
８‐８
１
３
６
／

８
８‐６
５
５
７

　
甲
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６‐８
０
３
４
／

８
６‐５
９
７
４

　
信
楽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２‐３
１
８
０
／

８
２‐３
１
３
８

問い合わせ

長寿福祉課　地域支援係
☎６５‐0699 ／ ６３‐４０８５

県内一斉 屋外広告物
クリーンキャンペーン

　９月１日〜１０日の期間で屋外広告物適正化旬
じゅん

間
かん

が全国
一斉に展開されることに伴い、滋賀県内でもクリーンキャ
ンペーンが実施されます。
　甲賀市内においても違反広告物の簡易除却を行います。

　良好な景観を維持し公衆への危害を防止するために、屋外広告物を掲示する際のルールが条例に定められ
ています。屋外広告物を掲示するにはこの条例に基づき原則許可を受けなければなりません。美しいまちな
みを守るため、ご理解、ご協力をお願いします。

※屋外広告物とは
　常時又は一定の期間継続して屋外で公衆に
表示されるもので、看板、はり紙、広告旗、
広告板、広告幕等の類を言います。(イラスト、
シンボルマーク等だけであっても該当します。）

問い合わせ

都市計画課　都市計画係
☎６５‐０７１９／ 63‐4６０１

▲活動を楽しむ児童たち
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であいこうか
D E A I  K O K A

木への感謝を胸に

元バット職人

久
く

保
ぼ

田
た

五
い

十
そ

一
か ず

さん

■ バットについて教えてください。
　バットは木を四分割したものを削って作られま
す。バットには板

いた
目
め
と柾
まさ
目
め
があり、柾目の方が

衝撃に強いです。メーカーのロゴは板目側にあ
り、野球選手がバッターボックスでバットを見る
のはロゴで板目の位置を確認するためです。

■ 木への想いとは？
　私が手掛けたバットは直径２５cmを超える大きさのアオダモから削り出
すのですが、そこまで生長するには６０～７０年が必要です。しかし、工場
に運ばれる木の中には、それより少し細いために、バットに使えないもの
もあります。その大きさまで育つには、やはり何十年も必要なのですが。
　人間の都合で切り出され、バットに使えないから廃棄されるアオダモ。
私はそれをとても申し訳なく感じ、細い木をなんとか利用できないかと
いうことを３０代の頃からずっと考えていました。

■ 細い木の活用方法は？
　お世話になっていた方のアドバイスで、麺棒への加工を試みました。
完成した麺棒は、そば打ち名人といわれる方々に実際に使っていただき
ましたが、高い評価を受け、商品化にもつながりました。
　また、同じ時期、私のいとこが定年退職を機にそば打ちを始めるという
ので、麺棒を贈りまし
た。それからそばにの
めり込み、店を開くに
至り、私も現在、職人
として手伝っています。

　バット職人時代は、イチロー選手、松井選手な
どの活躍を支えた久保田さん。現在は、いとこの
営む信楽駅前の店でそば職人として活躍していま
す。バット職人からそば職人へ。関連のないよう
に思える二つの仕事ですが、そこには久保田さん
の木への想いがつながっていました。

4
news

1
news

　小学生を対象としたわくわくチャレンジクラブのしゃぼ
ん玉作りが８月８日、かえで会館で催されました。
　この日、参加した児童は、自分たちで配合したしゃぼ
ん液でさまざまな大きさのしゃぼん玉作りにチャレンジ
しました。
　はじめはなかなか作れなかったしゃぼん玉も、繰り返すう
ちに形になり、最後には一人ずつしゃぼん玉を作る「発表会」
がありました。
　誰より大きな
しゃぼん玉をつ
くろうとする真
剣な眼差しが、
いつしか、浮か
ぶしゃぼん玉の
向こう側ではは
じけるような笑
顔になっていま
した。

3
news

2
news

◀
浮
か
ぶ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
に
触
れ
よ
う
と
す
る
児
童

野洲川の石の観察会
拾って集めてじっくり観察

▲拾った石を観察する児童

▼企業・事業所ブースを回る求職者

　石の観察会が７月２９日、水口スポーツの
森周辺の河原で催され、100人を超えるの
参加者が集まりました。
　滋賀県骨材協会が主催するこの観察会
は、石の標本を作り、地域の地質の成り立
ちを調べることを目的としており、子ども
たちには夏休みの自由研究にも役立つ学
習の場です。
　降り注ぐ真夏の日差しの中、参加した児
童や生徒は、配布されたしおりを片手に真
剣な眼差しでルーペ越しの石と見比べて観
察していました。

▶
グ
ル
ー
プ
毎
に
意
見
を
発
表
す
る
参
加
者

よ
く
ば
り
女
子
の
仕
事
術

Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

市
内
就
職
の
き
っ
か
け
づ
く
り

　
市
内
で
就
職
を
希
望
す
る
若
者
と
、
市
内
の
企
業
・

事
業
所
と
の
面
談
の
場
を
設
け
る
甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア

が
８
月
４
日
、
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
が
主
催
す
る
同
フ
ェ
ア
は
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
、

参
加
事
業
所
31
社
と
１
２
４
人
の
求
職
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
幅
広
い
業
種
が
集
ま
っ
た
会
場
で
は
、
求
職
者
が
企

業
担
当
者
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
男
女
共
同
参
画
講
座
「
よ
く
ば

り
女
子
の
仕
事
術
」
が
８
月
５
日
、
か
ふ

か
生
涯
学
習
館
内
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
２
月
に
行
わ
れ
た
「
仕
事
に

活
か
す
女
子
力
」
に
続
く
第
２
弾
と
し
て
開

か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
働
く
女
性
た
ち

が
自
分
た
ち
の
悩
み
や
考
え
方
を
、
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
通
じ
て
共
有
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
目
指
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
進
め
、

悩
み
を
打
ち
明
け
な
が
ら
、
働
く
女
性
同

士
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ゆらゆら揺らめく虹色の玉
しゃぼん玉つくり

板目側

ロゴが
つくのは
こちら側

柾目側
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特派員のページ

自
然
と
ぬ
く
も
り
い
っ
ぱ
い
の
甲
南
第
三
小
学
校

　柏木地域では、オウム真理教（現行アレフ）に対す
る取り組みが活発に行われています。
　７月２４日には、オウム対策学習会が開催され、公安
調査庁からオウム真理教の現況や県内の教団施設内
の様子、６月に実施された施設の立入検査の状況を写
真などにより詳しく説明していただきました。
　８月３０日の抗議集会では、シュプレヒコールや教団
施設前での声明文の朗読が行なわれました。今後も、
地域では継
続した取り
組みが行な
われます。

　土山地域には多くのほたるスポットがあり、稲
いな

川
がわ

周
辺もその一つです。「ほたるの宿今

いま

宿
じゅく

」では県の農村
まるごと保全事業を受け、数年前から「ほたる光回廊」
の取り組みが行われています。
　今年も６月下旬、今宿公民館前から稲川まで南北に
延びる道路沿いにＬＥＤライトを入れたペットボトルを並
べ、川沿いまで柔かな光で照らしました。自動車や懐
中電灯の強い光がほたるを刺激しないよう、自然を守
りたいという地域の想いが込められています。

　
甲
南
町
新
治
区
で
は
、
７
月
19
日
に
祇
園
祭
（
津

島
神
社
祭
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
恒
例
と
な
っ
た

「
団
扇
取
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
団
扇
は
疫
病
を
打
ち
払
う
も
の
と
み
な
さ
れ
、
神

社
に
奉
納
さ
れ
る
や
い
な
や
争
っ
て
こ
れ
を
奪
い
合
う

と
い
う
伝
統
行
事
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
た
。
現
在

で
は
そ
の
団
扇
に
お
菓
子
な
ど
を
付
け
、
未
就
学
児
、

小
学
校
１
～
３
年
、
４
年
～
６
年
、
中
学
生
、
女
性
、

一
般
の
部
と
い
う
各
部
に
分
け
て
取
り
合
う
と
い
う
、

楽
し
み
を
込
め
た
も
の
と
な
り
、
帰
郷
さ
れ
た
ご
家

族
と
も
ど
も
、
に
ぎ
や
か
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
8
月
1
日
、
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡
保
存
会

が
同
敷
地
内
の
清
掃
活
動
を
実
施
さ
れ
、
32

人
の
会
員
が
草
刈
り
や
伐ば

っ

採さ
い

木ぼ
く

の
整
理
に
心
地

よ
い
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
秋
の
公
開
に
向
け
各
種
準
備
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
清
掃
活
動
に
よ
る
伐
採
木
は
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
薪
な
ど
で
ご
入
用
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
多
羅
尾
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
（
☎
８
５-

０
０
０
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほたる光
ひかり

回
か い

廊
ろ う

� ［大野地域市民センター］

祇
園
祭
り
で
「
団う

ち
わ扇

取
り
」

�

［
甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

多た

羅ら

尾お

代だ
い

官か
ん

陣じ
ん

屋や

跡あ
と

保
存
会
が

秋
の
公
開
に
向
け
清
掃
活
動
を
実
施

�

［
多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

安心・安全な生活のために…
　オウム対策学習会・抗議集会
� ［柏木地域市民センター］

▼玉
たま

切
ぎ

りをする会員の皆さん

▲光回廊の準備をする地域の人達

▲団扇取り広場の様子

▲公安調査庁による、オウム対策学習会資料の一部

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北

　
甲
南
第
三
小
学
校
は
甲
南
町
野
川
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
立
地
を
活
か
し
、
愛
鳥
モ
デ
ル
校
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
愛
鳥
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
地
域
の
農
園
と
子
ど
も

た
ち
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こうかまちかど特派員

小
こ

西
に し

　裕
ゆ

美
み

　
甲
南
第
三
小
学
校
は
、
昭
和
46
年
か
ら
愛
鳥
モ

デ
ル
校
と
し
て
愛
鳥
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
54
年
、
学
校
の
鳥
を
「
カ
ワ
セ
ミ
」
と
決

定
し
、
翌
年
に
は
『
カ
ワ
セ
ミ
の
歌
』
が
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
歌
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
35
年
間

歌
い
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
鳥

の
鳴
き
声
の
チ
ャ
イ
ム
、
毎
年
子
ど
も
た
ち
が
決

め
る
学
級
の
鳥
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
は
熱
心
で
、

愛
鳥
委
員
会
を
中
心
と
し
た
「
愛
鳥
の
集
い
」
は

学
校
の
伝
統
で
す
。

　
冬
季
に
な
る
と
中
庭
に
鳥
の
エ
サ
台
を
用
意
し
、

い
ろ
ん
な
エ
サ
を
置
い
て
何
が
一
番
好
み
か
な
ど
を

調
べ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
高
学
年
に
な
る

と
中
庭
に
来
る
鳥
の
案
内
な
ど
も
し
て
い
る
そ
う
で
、

「
愛
鳥
マ
ッ
プ
」
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
学

習
し
た
知
識
で
鳥
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ス
タ
イ
ル

は
、
子
ど
も
た
ち
の
向
上
心
を
刺
激
す
る
も
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

甲
南
第
三
小
学
校
の
児
童
40
人
が
６
月
26
日
、

観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
「
宮
ベ
リ
ー
」
で
収
穫
体
験

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
甲
南
町
野
川
の
「
宮
ベ
リ
ー
」
は
８
年
前
に
オ
ー

プ
ン
し
、
16
品
種
７
８
０
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
の
増
田
さ
ん
は
、
誰
も

作
っ
て
い
な
い
珍
し
い
作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

と
研
究
し
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

土
壌
が
粘
土
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
植
え
に
は
不

向
き
で
、
バ
ッ
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
法
（
袋
栽
培
法
）
と

い
う
特
殊
な
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
に
、「
今
年
も
お

い
し
い
」
と
児
童
全
員
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
収
穫
体
験
の
前
に
は
児
童
た
ち
は
、
木

を
枯
ら
す
毛
虫
や
雑
草
な
ど
を
取
り
除
く
作
業
の

お
手
伝
い
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲愛鳥マップ

▲収穫体験をする児童たち

農
村
と
子
ど
も
た
ち
の
つ
な
が
り

全
校
で
愛
鳥
教
育
に
取
り
組
む

問
い
合
わ
せ

甲
南
第
三
小
学
校　
☎
８
６‐２
０
３
８
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いい
情報交流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

5555ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

行政情報番組 きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
　ぜひご覧ください。

コーナー名  
放映日 9月5日～12日 9月12日～19日

きらめき情報局 保育園・幼稚園・認定こ
ども園ってどんなところ？

保育園・幼稚園・認定こど
も園入園申し込みについて

くらしナビ レファレンス
（甲賀図書情報館）

ミュージックケア
（甲南子育て支援センター）

エンディング 土山にこにこ園
つきぐみ 山内保育園

放送時間    
放送日 ８月３１日～９月６日 ９月７日～９月１３日 ９月１４日～９月２０日

１７時３０分～１８時
（再放送１９時３０分～２０時）

３年生・国語①
手紙を書こう

４年生・国語①
新聞をつくろう

５年生・国語①
グラフや表を
引用して書こう

５年生・算数①
体積

６年生・算数①
円の面積

１年生・算数①
たしざんとひきざん

３年生・社会①
甲賀市の様子

３年生・理科①
太陽とかげの動き

４年生・社会①
水はどこから

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　 （再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容が変更する場合があります。

　伊賀市では、着地型観光
の考え方を取り入れた「伊賀
ぶらり体験博覧会　いがぶら
２０１５」を、10月１日（木）～
12月６日（日）まで開催します。
　伊賀市全体で観光客を受け
入れる体制づくりをめざして、
観光事業者だけでなく商業者
や農業者、ＮＰＯ、自治会組織
などに独自の「体験プログラム」を考案いただき、
81件の観光体験プログラムが集まりました。
　体験プログラム81件が掲載された公式ガイド
ブックと公式ホームページをぜひご覧いただき、
興味のあるプログラムにご参加ください。
�
※�各体験プログラムに参加するには、事前予約が必要です。
※�予約は便利な「いがぶら公式HP」をご利用くだ
さい。（会員登録が必要です。）

※申し込み先がいがぶら事務局で電話で申し込む場合
　専用ダイヤル　☎050-5204-2811
　９月７日（月）受付開始（平日のみ10：00～16：00）
問 合 先　�観光戦略課�

☎0595-22-9670／ 0595-22-9695
いがぶら公式ホームページ▶
http://igabura.com/
９月５日（土）9：00～受付開始

亀山青空お茶まつり 伊賀ぶらり体験博覧会「いがぶら２０１５」
～茶畑の壮大な景色を楽しみませんか～ 伊賀をぶらりと体験する～81の小さな旅～

　亀山市の特産品「亀山茶」。約88ヘクタールの茶
生産団地「中

なか

の山
やま

パイロット」で、生産者と消費者
との交流を目的に「亀山青空お茶まつり」が開催さ
れます。お茶にちなんだ楽しいイベントが盛りだく
さんです。ぜひお越しください。
�
と 　 き　�９月27日（日）10時～14時
と こ ろ　�中の山パイロット特設会場（太

ふと

森
もり

町）
内 容　�茶摘み体験、手もみ実演、電子レンジ

でお茶づくり、紙風船飛ばし、バンド
演奏、フォトコンテスト表彰式、農産
物販売など

ア ク セ ス　�東名阪自動車道「亀山IC」から約10分
（亀山IC→国道1号→県道302号）

問 合 先　�亀山青空お茶まつり実行委員会事務局
（三重茶農業協同組合内　☎059-
329-3121、亀山市環境産業部農政室
　☎0595-84-5082）

亀山市 伊賀市

問い合わせ

健康推進課　健康増進係　☎６５‐0737 ／ ６３‐4591

約７５％軽減…�電気軽自動車、天然ガス軽自動車（平成２１年排出ガス１０％低減）
約５０％軽減…�★★★★かつ平成３２年度燃費基準＋２０％達成の乗用車� �

★★★★かつ平成２７年度燃費基準＋３５％達成のトラック（貨物）
約２５％軽減…�★★★★かつ平成３２年度燃費基準達成の乗用車� �

★★★★かつ平成２７年度燃費基準＋１５％達成のトラック（貨物）

　ガソリン車・ハイブリッド車はいずれも平成１７年排出
ガス基準７５％低減達成車（★★★★）に限ります。

既存ナンバープレート（桃色）の交付について
　現在、原動機付自転車のナンバープレートは既存ナ
ンバーと忍者ナンバー（オリジナルナンバー）のいずれ
かを選択いただき交付しています。平成２７年１０月１日
からは原動機付自転車（90cc 超 125cc 以下）（桃色）
の既存のナンバープレートは水口庁舎市民課のみの交
付とし、在庫がなくなり次第忍者ナンバーに移行します。
なお、今後はそれ以外の既存ナンバー（白色・黄色）
についても在庫がなくなり次第忍者ナンバーのみの交
付となります。

　甲賀市で「自殺」でなくなる方の原因は、「健康問題」が多く
を占め、特に50〜60歳代の働き盛りの男性の死亡が目立ちます。
　さまざまな悩みが重なると、心身ともに疲れ、心の健康が失わ
れてしまうことがあり、なかでも、うつ病は誰もがかかる可能性
があり、早期発見・早期治療が大切です。市ではセーフコミュニ
ティの取り組みで「自殺対策委員会」を設けて、メンタルチェッ
クシステム「こころの体温計」を市のホームページで紹介してい
ます。さらに、相談窓口の充実やゲートキーパーの養成など効果
的な取り組みを推進しています。ぜひご活用ください。

■自分自身、こんな症状に心当たりはありませんか？
　 □悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分になる
　 □何事にも興味がわかず、楽しくない
　 □疲れやすく、元気がない
　 □気分、意欲、集中力の低下を自覚する
　 □寝つきが悪くて、朝早く目がさめる
　 □食欲がなくなる
　 □人に会いたくなくなる
　 □夕方より早朝のほうが気分、体調が悪い
　 □自分を責め、自分は価値がないと感じる
　上記の状態のうち、2項目以上が 2週間以上ほとんど毎日
続いている人はうつ病の可能性があります。ひとりで悩まず、
早めの専門医療機関への受診や、健康相談の利用をお勧めし
ます。
　「こころの健康・生活・病気に関する相談窓口」は市のホー
ムページにも掲載されていますので、ご活用ください。（http://
www.city.koka.lg.jp/5663.htm）

滋
賀
ナ
ン
バ
ー

車種区分
平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに新規登録した車両
軽減前 約７５％軽減 約５０％軽減 約２５％軽減

軽三輪 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

軽
四
輪

乗
用

自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨
物
用

自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

環境負荷少ない車両に税率軽減

9月10日から16日は自殺予防週間です

　平成２７年度に新規取得した軽四輪等で、排出ガス性能と燃費性能が優れた環境負荷の少ない車両等には、
平成２８年度分の軽自動車税率を軽減する特例措置（グリーン化特例）が導入されます。車両の環境性能は、
「自動車検査証」の備考欄をご確認ください。

問い合わせ

税務課　市民税係　☎６５‐０６７９／ ６３‐４５７４

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
所
得
税
非
課
税
の
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
３
級
）、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
（
特

別
項
症
～
第
3
項
症
）
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

　

 

※�

た
だ
し
、
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
補
助
・
介
護

認
定
者
福
祉
車
両
運
賃
助
成
を
受
け
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。

■
助
成
額　
１
８
，０
０
０
円
分
（
１
０
０
円
×
１
８
０

枚
の
助
成
券
）

■
使
用
可
能
交
通
機
関　
◦
市
内
循
環
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス　
◦
信
楽
高
原
鐵
道　
◦
タ
ク
シ
ー

■
申
請
先　
障
が
い
福
祉
課
、市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
旧
支
所
で
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物　
障
害
者
手
帳
等
、
印
鑑

　

 

甲
賀
市
で
は
、
障
が
い
者
の
方
々
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
さ
れ
る
際
の
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
手
続
き
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

障
害
者
福
祉
車
両
の
運
賃
助
成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

障
が
い
福
祉
課　
自
立
支
援
係

☎
６
５‐０
７
０
２
／

６
５‐４
０
８
５

16平成 27年 9月1日17 平成 27年 9月1日



情報のまどinformation

information

情報のまどinformation

information

時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他

相 談
税理士による税務相談

時  ９月９日（水）１３時３０分～１６時
３０分（受付１６時まで）

所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
￥ 相談無料　※要申込
問  申  水口納税協会
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

１日年金相談所
　１日年金相談所の下半期の開設
日は次のとおりです。
時  １０月８日（木）、１１月１２日（木）、
１２月１０日（木）、１月１４日（木）、
２月１０日（水）、３月１０日（木）

所  水口社会福祉センター　２階 
中会議室

※ 予約制ですので、事前に草津
年金事務所へ申し込みをお願い
します。予約後、受付票（ハガキ）
が送付されますので、日時・持
ち物等をご確認ください。

問  申  草津年金事務所
☎０７７−５６７−１３８３（予約専用）
０７７−５６２−９６３８（予約専用）

問  保険年金課
☎６５−０６８８／ ６３−４６１８

※市役所での予約受付は行ってお
りません。

所  市民課・旧支所の地域市民センター
時  平日８時３０分～１７時１５分
持  40mm×30mmの顔写真、パ
スポート（ない場合は不要）、外
国人登録証明書

問  市民課　戸籍住民係
☎６５−０６８３／ ６５−６３３８

相 談
全国一斉『高齢者・障がい者の
人権あんしん相談』強化週間

　高齢者や障がい者に対する暴行・
虐待などの人権問題で悩んでいる
皆さまの相談に電話で応じます。

全国共通人権相談ダイヤル
☎０５７０−０

ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

０３−１１０

時  ９月７日（月）から９月１３日（日）
８時３０分～１９時（土・日は１０
時～１７時）平日９時３０分～１６時
３０分は面談による相談可。

内  高齢・障がいを理由とした差別
や嫌がらせや暴行、虐待などの
人権問題

他  相談担当者　人権擁護委員お
よび法務局職員� �
秘密厳守

￥ 無料
※この期間以外にも、平日８時３０分
～１７時１５分まで、人権擁護委員・
法務局職員が相談に応じます。

問  大津地方法務局人権擁護課
☎０７７−５２２−４６７３

お知らせ
「いつまでもお元気で」の
思いをこめて
～市の敬老事業～

　老人福祉法で９月１５日を「老人
の日」とし、２１日までを「老人週間」
と定められています。この機会に
あらためて高齢者の方々を敬愛し、
長寿をお祝いしましょう。
　市では敬老の意を表し、下記の
事業を実施します。
敬老金事業
　９月１５日現在、市内に引き続き
１年以上居住している満８０歳以上
の方へのお祝いとして３，０００円を
支給します。
長寿をたたえる事業
　９月１５日現在、市内に引き続き
１年以上居住している市内最高齢
者の方、満９９歳または満８８歳の
方に長寿のお祝いとして記念品を
贈呈します。
問  長寿福祉課　高齢者支援係
☎６５−０６９６／ ６３−４０８５

特別永住者の方へ
～手続きはお済みですか～

　「外国人登録証明書」の「次回
確認（切替）申請期間」の始期が７月
８日までの方は、同日をもって「外
国人登録証明書」の有効期間が満
了しています。また、２０１５年７月８
日までに１６歳の誕生日を迎えてい
る方も有効期間が満了しています。
　該当の方は、切替の手続きをお
願いします。

募 集
婚活交流会（茶話会）

　出会いの場がないと思っている
独身のあなた、友達も誘って楽し
くおしゃべりしませんか？
時  ９月２５日（金）１９時～２１時
所  碧水ホール　￥ 無料
対  結婚を希望する独身の方
持  お菓子（袋菓子）やペットボトル飲料
（アルコール不可）などを１人１つ
持参してください。※ 申込不要

問  農業振興課
☎６５−０７１１／ ６３−４５９２

優良運転者表彰の申請受付
対  自動車、バイクなどを常時運
転し（ペーパードライバーは除
く）、甲賀湖南交通安全協会費
を納入している人、過去に同種
の表彰を受けていない人

【甲賀湖南交通安全協会長表彰】
　自動車、バイクなどの運転経験
が１０年以上で、その間、無事故
無違反で優良な運転者

【甲賀警察署長・甲賀湖南交通安
全協会長表彰】
　自動車、バイクなどの運転経験
が１５年以上で、その間、無事故
無違反で優良な運転者
受  １０月１日（木）までの８時３０分〜
１６時３０分　※土日祝日を除く

持  運転免許証、印鑑、「無事故、無
違反証明書」発行手数料６３０円

方  甲賀湖南交通安全協会事務局窓口まで
問  甲賀湖南交通安全協会（甲賀警察署内） 
☎６３−５６７１

広報あいこうか ８月１日号 お詫びと訂正

広報あいこうか ８月１５日号 お詫びと訂正

　広報あいこうか８月１日号２０ページの「こうかギャラリー」に、次のとおり誤りが
ありました。お詫びし訂正いたします。

　誤  森
もりた
田祐

ゆ
加
か
さん　　正  �森

も り た
田祐

ゆう か
加さん

　広報あいこうか８月１５日号5ページの「セーフコミュニティこうか」に、次のとおり誤
りがありました。お詫びし訂正いたします。

　誤  �関西アーバン銀行　水口支店　  二
に
瓶
い
美
み
穂
ほ
さん

　正  �関西アーバン銀行　水口支店　  二
に
瓶
へい
実
み
穂
ほ
さん

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

おもてなし条例制定記念イベント
　甲賀の茶や地酒を信楽焼の器でもてなす習慣を広めることを目的
に条例が制定されました。これを機に、市民や観光客の皆さまに、
実際に信楽焼の器で、甲賀のお茶を味わっていただくイベントを開催
します。イベントでは、お茶の試飲の他、甲賀の茶、地酒および信
楽焼の即売会も行います。

時間

時間

場所

場所

内容

 ９月５日（土）１３時～１８時

 道の駅あいの土山　東海道ウォーク特設会場

１０月１０日（土）１０時～１５時（予定）

 信楽高原鐵道信楽駅　しがらき陶器まつり特設会場（予定）

◦お茶の試飲の他
◦甲賀の茶・地酒
◦信楽焼の即売会

問い合わせ

商工政策課　商工業振興係　☎６５−０７０９／ ６３−４０８７

18平成 27年 9月1日19 平成 27年 9月1日



情報のまどinformation

information

情報のまどinformation

information
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催 し
夜空旅人（天体観望会）

「アンドロメダ銀河」
時  ９月１２日（土）１９時３０分～２１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  天体のお話、土星・天王星・海
王星などの観望

方  電話にて申込先まで
〆  ９月１１日（金）　定  先着２０人
※ 天候不良、申込者少数の場合、
９月２６日（土）に延期

問  申  かふか生涯学習館
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

信楽中央病院　健康塾
時  ９月１６日（水）１４時～１６時
所  信楽保健センター　２階
内  講座「更年期・乳がん」女性だ
けじゃない！更年期障害　自己
検診法も教えます！

定  約２０人　講  病院スタッフ　他
￥ 無料　〆  ９月１０日（木）
問 申  信楽中央病院
☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

しがらき感動体験講座
世界にひとつ！
自分だけの紅茶づくり

時  ９月１９日（土）１３時～１６時
所  茶城　藤田園（信楽町上朝宮540-1）
内  茶葉を摘みとり紅茶にします。
空いた時間で作ったお菓子とと
もに紅茶を試飲してみましょう。

講  朝宮茶知ろうと研究会
対  市内在住・在勤の方　定  １０人
￥ ５００円　〆  ９月１２日（土）
問  申  信楽中央公民館
☎８２−８０７５／ ８２−２４６３

一般教養講座
ＤＥＣＯクレイクラフト

時  ９月２５日（金）１３時３０分～１５時３０分
所  土山中央公民館
対  甲賀市内在住・在勤・在学の
２０歳以上の方

定  先着20人　〆  9月16日（水）
￥ 1,300円（保険料含む）
※ 詳細は各体育館に設置の案内
チラシをご覧ください。

問  申  文化スポーツ振興課
☎８６−８０２３／ ８６−８３８０

サザナミ記念アンサンブル
第１５回定期演奏会

時  １０月１１日（日）１５時開演
所  碧水ホール　￥ 入場無料
内  プログラム：ブランデンブルグ
協奏曲第３番（バッハ）、オーボ
エコンチェルト（マルチェロ）など��
出演：サザナミ記念アンサンブル

※ １０月１０日から１１日に実施する
弦楽器ワークショップの参加者
もゲスト出演します。� �
指揮：鈴

すず

木
き

博
ひろ

詞
し

【弦楽器ワークショップ参加者募集】
時  １０月１０日（土）１３時～１５時、１１
日（日）１０時～１１時３０分、１５時
～１６時３０分（ステージ発表）

所  あいこうか市民ホールほか
内  初心者向けのワークショップで
す。２日間の締めくくりに「サ
ザナミ記念アンサンブル定期演
奏会」に、ゲスト出演者として
ステージ発表します。� �
指導：鈴木博詞 （バイオリン奏者）ほか

対  バイオリン、ビオラ、チェロの
初心者。またはこれらを触っ
たことがない方。楽譜が読め
ない方もご参加いただけます。
※経験者、中学生以下の方は
対象外とします。

定  バイオリン１４人、ビオラ３人、
チェロ３人　￥ １人1,000円

方  ９月３０日（水）まで先着順で受け
付けます。碧水ホールへ電話
申込、またはFAX、E−mailの
いずれかで希望する楽器、氏
名、住所、年齢、電話番号を
記入の上、お申し込みください。

問  碧水ホール（月曜休館）
☎６３−２００６／ ６３−０７５２

　 hekisuih@city.koka.lg.jp

定  先着２５人　￥ １，０００円（材料代）
方  チラシの申込用紙に必要事項を記入
のうえ下記まで提出してください。�
チラシ設置場所：各中央公民館

〆  ９月１７日（木）
問  申  土山中央公民館
☎６６−０１５８／ ６６−０１５８

人権教育連続セミナー第６回
時  ９月２５日（金）１９時３０分～２１時
（受付１９時から）

所  信楽開発センター（信楽地域市
民センター横）

内  講演『こどもたちの心』�
〜家族・社会の問題としての
DV、ハラスメント、いじめ〜

講  高
たかはし

橋啓
け い こ

子さん（聖泉大学　副学長）
￥ 無料　※ 申込不要　手話通訳あり
問  人権推進課　人権教育推進係
☎６５−０６９５／ ６３−４５８２

あいこうかうたプロジェクト
２０１５関連企画
歌詠みウォーク参加者募集

　市内名所を歩きながら、短歌を
詠む題材を見つける企画。今回は
古くから東海道五十三次の４９番目
の宿場として栄えた「土山宿」を
散策します。当時の旅人の気持ち
になって歩いてみませんか。
時  ９月２６日（土）　９時５０分集合
所  土山地域市民センター
定  先着１５人（要予約）　〆  ９月１8日（金）
※詳細は、市ホームページに掲載
する作品募集要項、チラシをご
覧ください。

問  あいこうか市民ホール（月曜休館）
☎６２−２６２６／ ６２−２６２５

　  koka30107000@city.koka.lg.jp

秋のふるさと散策ウォーキング
教室受講生募集

　２時間程度のポールウォーキング
時  9月30日～10月28日の毎週水
曜日10時～12時（5コース）

対  市内在住18歳以上、ポール
ウォーキングに興味のある方

催 し

第１２回甲賀市民体育大会
参加者募集

時  10月10日（土）小学生・マスターズの部
10月11日（日）中学・高校・一般の部
両日とも8時30分受付開始

所  甲賀市陸上競技場（水口スポーツの森）
他  参加資格：市内在住・在勤・在
学者（上記以外はオープン参加が
可能ですが、表彰はありません。）

〆  9月18日（金）17時までに、部
門別に申込用紙を提出。

※詳細は下記までお問い合わせく
ださい。

問  申  甲賀市体育協会事務局
☎８６−２３４３／ ８６−２４４３

募 集

２０１６年版県民手帳
予約受付中

　県民手帳の２０１６年版の予約を
受け付けています。
　使いやすい日記欄、最新の滋賀
県の様子がわかる統計資料、県内
１９市町別紹介ページ、官公庁一
覧、暮らしの相談窓口など盛りだ
くさんの内容が、ポケットに入る
コンパクトな一冊になっています。
（サイズ 139㎜×82㎜）
￥ １冊６００円（税込）
受  予約　９月１８日（金）まで
※お届けは１１月下旬頃の予定です。
問  申  総務課
☎６５−０６６３／ ６３−４５６１

創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529
水口スポーツの森遊泳用プールは、8月31日で終了しました。ご利用ありがとうございました。

甲賀市民スタジアム　9月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

1～4・7～
11・14・21

火～金・月
～金・月 8:30～17:00 平成27年度秋季京滋大学野球リーグ戦2部(大学生・硬式)

5 土 8:30～17:00 近畿秋季少年軟式野球大会(中学生)

6・13 日 8:30～16:30 甲賀市民球技大会(成人・軟式野球)

19・26・(27) 土・(日) 8:30～18:00 第45回日本少年野球関西秋季大会県予選(中学生・硬式、27日予備日)

20 日 8:30～17:00 西日本選手権　滋賀県予選(成人・軟式)

多目的グラウンド　9月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

５・(８) 土・(火) 9:00～14:00 県秋季大会予選グラウンド・ゴルフ大会(８日予備日)

13・19 日・土 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ(高校生・サッカー)

20～23 日～水(祝) 9:00～17:00 高円宮杯U-15滋賀県大会(中学生・サッカー)

26 土 8:30～17:00 甲賀市U12リーグ(小学生・サッカー)

陸上競技場　9月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

5・6・19・
21・22・23 土・日・祝 9:00～16:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会(個人使用可)

12 土 9:00～17:00
プレナスなでしこリーグ　1部　伊賀FCくノ一 VS ASエルフェン埼玉
入場料　一般　1,100円　中・高校生　800円　小学生以下　無料
キックオフ　１３：００

13 日 9:00～17:00 関西サッカーリーグ　２部　ルネス学園 VS ディアブロッサ奈良
入場料　無料　　キックオフ　１３：００

20 日 9:00～17:00 JFLリーグ戦　　MIOびわこ滋賀 VS ヴァンラーレ八戸
入場料　一般　1,000円　小・中・高校生　500円　　キックオフ　13:00

25 金 12:00～19:00 第17回ござれGO-SHU！前日準備

26 土 8:00～22:00 第17回ござれGO-SHU！

年間予約していない一般利用者のための確保日（12月分）のお知らせ 12月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 陸上競技場 締切日 ９月  29日（火）

１２月１２日(土)・１３日(日) １２月１２日(土)・２０日(日) １２月２０日(日) 抽選日 10月  4日（日）

水口スポーツの森へ行こう　9月の催し

みなくち子どもの森 催し案内
しぜんさんぽ（自然散歩）
日時／9月26日（土）14時～15時
場所／子どもの森園内（集合・解散は
自然館前）
定員／先着15人
対象／どなたでもご参加可能

参加費／無料
申込／不要
※自然館夏季特別展「田んぼのいきも
の」は9月13日まで開催されます。� �
この機会にご覧ください。

問  申  みなくち子どもの森自然館 　☎ 63-6712 ／ 63-0466
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「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

火災 救急 救助 その他

甲賀市 35件 2,034件 39件 98件

前年比 +4件 ▲85件 − 件 +11件

平成27年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （7月末現在）

『住宅用火災警報器を設置しましょう』
　住宅火災における死傷者の多くは、就寝時間中の逃げ遅れにより発生しているため、平成
23年 6月1日から住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。国の調べによると、同
警報器の設置で火災による死者発生率が 3分の 1ほどに減少しております。
　設置場所は、各寝室と階段（寝室が2階にある場合）となっています。同警報器は皆さんの命、
そして大切な家族の命を守るものです。正しい場所へ早急に設置してください。
　同警報器についてのご質問がございましたら、最寄りの消防署までお問い合わせください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
受
付
期
間

◦
９
月
10
日（
木
）～
20
日（
日
）

◦�

９
月
10
日（
木
）か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
用
Ｉ
Ｄ
を
配
布
し
ま
す
。

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
な
か
っ
た
世
帯

に
は
調
査
員
が
調
査
票
を
後
日
お
配
り

し
ま
す
。調

査
票
で
の
回
答
期
間

◦
10
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

◦�

９
月
26
日（
土
）か
ら
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
。

　
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
は
厳
重
に
保
護

さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
「
統
計
法
」
で
厳
格
な
秘

密
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
答
い

た
だ
い
た
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
務
省
が
設
置
す
る

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐０
７‐２
０
１
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

　
☎
0
３‐４
３
３
０‐２
０
１
５

設
置
期
間�

　
10
月
31
日（
土
）ま
で

受
付
時
間�

　
８
時
～
21
時
（
土
・
日
・
祝
日
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
）

※�

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

今
年
は「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」の
年

問
い
合
わ
せ

国
勢
調
査
甲
賀
市
実
施
本
部（
総
務
課
）

☎
６
６‐１
３
７
０

そ
の
４

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
便
利
に
回
答

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
回
答
を
可
能
に

　

水
口
岡
山
城
は
、
天
正
一
三
年
（
一
五

八
五
）、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
水
口
の
古

城
山
に
築
か
れ
ま
し
た
。
山
中
に
は
石
垣
が

残
り
、
発
掘
調
査
で
は
大
量
の
瓦
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
本
丸
は
石
垣
に
囲
ま
れ
、
瓦
葺

建
物
が
建
ち
並
ん
だ
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
多
く
の
瓦
に
は
、

水
口
岡
山
城
の
た
め
に
作
ら
れ
た
瓦
の
ほ
か
、

周
辺
の
寺
院
か
ら
転
用
さ
れ
た
も
の
や
大お

お
み
ぞ溝

城じ
ょ
う

（
高
島
市
）
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

大
溝
城
は
、
天
正
七
年
、
織お

だ田
信の

ぶ
な
が長
の

甥
で
あ
る
織お

だ田
信の

ぶ

澄ず
み

に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま

し
た
。
湖
西
地
域
の
琵
琶
湖
の
湖
上
交
通

を
抑
え
る
拠
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
溝
城
の
「
殿
主
」
を
解
体
し
て
、

そ
の
部
材
を
水
口
へ
運
ば
せ
た
記
録
が
『
西

川
家
文
書
』
と
呼
ば
れ
る
古
文
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

水
口
岡
山
城
と
大
溝
城
、
こ
の
二
つ
の
城

の
関
係
性
や
建
物
の
移
築
時
期
な
ど
に
つ
い

て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
解
明
す
る
た
め
に

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
同
日
は
会
場
横
に一
般
社
団
法
人

水
口
岡
山
城
の
会
が
天
守
型
バル
ー
ン
を
設

置
し
ま
す
。
往
時
の
姿
を
想
像
す
る
良
い
機

会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

水
口
岡
山
城
と
大
溝
城

  

甲
賀
の
文
化
財

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

水
口
岡
山
城
跡
城
郭
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
水
口
岡
山
城
と
大
溝
城

�

～
移
築
年
代
を
め
ぐ
って
～
」

日
時　

�

9
月
27
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時

30
分
（
開
場
13
時
）

場
所　

甲
賀
市
碧
水
ホ
ー
ル

▲大溝城　天守台の石垣

▼水口岡山城　推定天守台の石垣
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甲賀市の人口の推移

総数 ９２，４８５ （－４７）人

男 ４５，９６１ （－２６）人

女 ４６，５２４ （－２１）人

世帯数 ３４，１１６ （＋１５）世帯

H27.7.31 現在　（ ）内は前月比

９月の延長窓口は１日、８日、１５日、２９日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民センターで、戸籍・
住民票・税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる
内容については下記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　☎ 65‐0683 65‐6338

私の
「であい・こうか八景」

問い合わせ ： 広報課☎65‐0675／ 63‐4619

「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコン
テストにご応募いただいた作品を紹介します。

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

自然保護のため、この広報紙は再生紙および石油系成分の
少ない植物油性インキを使用しています。

広報 あいこうか
9月1日号 【No.245】 
2015.9.1 発行

下から見上げた電柱
土山小学校　５年　谷

たに

口
ぐち

陸
りく

仁
と

さん

おばけだぞー
大原にこにこ園　５歳　くま組 １５歳の私

～ほおづえをついて～
甲賀中学校　３年　松

まつ

本
もと

涼
りょう

生
せい

さん

お茶のふるさと
「茶畑の手入れ」
曽
そ

我
が

一
かず

彦
ひこ

さん
（水口町水口）

（撮影場所：土山町頓宮）

甲賀のにぎわい
「巧の伝承」
長
は

谷
せ

川
がわ

悟
さとる

さん
（滋賀県栗東市）

撮影場所：スポーツの森

東海道の道しるべ「昔に想いをはせて」
山
やま

田
だ

力
つとむ

さん（滋賀県野洲市）

撮影場所：田村橋

びわ湖の源流「春の輝き」
河
こ

内
うち

保
やす

正
まさ

さん（滋賀県湖南市）

撮影場所：土山町


